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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名  福岡学園 大学名  福岡歯科大学 

研究プロジェクト名  疾患の発症と進展を抑制する分子基盤 

研究観点  研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 多くの疾患の背景には遺伝子の発現異常や突然変異などの遺伝的要因があり、それ

に生活習慣を含む環境的要因が作用して疾患が発症し進展する。疾患の発症および進

展を抑制するにはゲノムを安定に保ち、その発現を適切に制御することが重要である。

本研究はそのような認識に基づいて、疾患による死因の上位を占める悪性新生物、心

血液疾患、感染症に対する生体防御機構および環境因子の影響について研究し、口腔

疾患を含む多くの疾患を制御する基盤を確立しようとするものである。研究は分子レ

ベルを中心に行うが、それを基に細胞および個体レベルの現象について明らかにする

という方針で研究を進めている。ここで得られた成果は、疾患の予防や治療を行う上

で重要な知見を提供するばかりでなく、様々な環境の変化に生物がどのようにして恒

常性を維持するかという、生命科学の基本的な問題の解明に役立つと考えている。こ

の分野の研究は世界的にも日進月歩の勢いで進んでおり、国際的な連係が不可欠であ

る。外国の研究者と積極的に交流し、最新の情報を共有しつつ弾力的に研究を進めて

いる。 

 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 環境中の化学物質や細胞内部で生じる活性酸素は細胞の DNA を傷つけ、それが突然

変異や異常な遺伝子発現をひき起こし、疾患の発症や進展をきたす。私達はそれを防

ぐ DNA 修復やアポトーシス、さらに傷をもつ RNA を排除する過程に関わる新規の遺

伝子やタンパク質の働きを明らかにしてきた。その上にたって発がんを抑える細胞内

の機構を明らかにし、制がんへの積極的な貢献をめざす研究を進めている。歯科大学

としての特性を生かして、口腔内の難治性慢性感染症である歯周病に対する免疫学的

研究を進め、新しい診断法や治療法の開発に必要な分子基盤をつくりつつある。これ

までに 83 篇の英文原著論文、14 篇の和文原著論文を発表し、国内外の学会で 113 題の

発表を行った。この研究を通して、疾患の発症とその抑制についての統合的な理解を

深めるべく、研究者間の有機的な連携を構築してきた。このような先進的な研究教育

体制に大学院生を含む若手の研究者を組み込み、将来の研究と教育を担う人材を育て

ている。 
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平成２６年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名   福岡学園               ２ 大学名   福岡歯科大学              

 

３ 研究組織名    福岡歯科大学 先端科学研究センター          

 

４ プロジェクト所在地   福岡市早良区田村 2丁目 15－1          

 

５ 研究プロジェクト名   疾患の発症と進展を抑制する分子基盤      

 

６ 研究観点      研究拠点を形成する研究                 

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

 関口 睦夫  口腔歯学部  客員教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  16 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

 関口 睦夫 
先端科学研

究センター・

客員教授 

酸素ストレスによる DNA損傷

と修復 
発がんの抑制機構 

 日髙 真純 
分子機能制

御学・教授 
損傷DNAによるアポトーシス 発がんの抑制機構 

 橋口 一成 
生化学・講

師 
がんの抑制ネットワーク がんの動態と治療戦略 

 湯浅 賢治 
画 像 診 断

学・教授 
腫瘍部位の血管新生の解明 がんの診断法の確立 

 大野 純 
再生医学研

究センター・

教授 
がん幹細胞への細胞死誘導 

治療抵抗性がんの抑制

機構 

 石井 健士 
生化学・講

師 
酸化ヌクレオチドの分解酵素 発がんの抑制機構 

 田中 芳彦 
感 染 生 物

学・教授 
免疫細胞の分化と遊走 免疫応答の抑制機構 

 岡田 賢司 
小児科学・

教授 

小児における異常免疫応答

関連疾患の病態解析 

小児免疫関連疾患の治

療戦略 

 金子 高士 
口腔医療セ

ンター・教授 

口腔細菌群集の酸素ストレス

耐性 
口腔細菌と免疫応答 

 德本 正憲 
内科学・准

教授 

代謝異常が腎および血管障

害に及ぼす影響 

腎および心血管障害の

治療戦略 
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 進 正史 
細 胞 生 理

学・講師 

先天性骨代謝疾患の分子機

構 
歯周病の抑制 

 松浦 尚志 
冠 橋 義 歯

学・准教授 
顎骨と口腔粘膜のコラーゲン 口腔領域の個別化治療 

 岡 暁子 
成育小児歯

科学・准教

授 

基底消失過程における上皮

細胞の動態 

上皮・間葉転換のメカニ

ズム 

 嶋田 香 
医 療 統 計

学・准教授 
疾患データからの知識発見 要因間の統計解析 

（共同研究機関等） 

 
   

 高橋 正行 

東京工業大

学・特任教

授 

DNA 構造を変換するタンパ

ク質 

遺伝子安定性と疾患抑

制 

 岩熊 智雄 

カンサス大

学 （ ア メ リ

カ）・准教授 

がんステムセルの転移機構 がん進展転移の抑制 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

口腔細菌群集の酸素ス

トレス耐性 
歯周病学・准教授 永井 淳 口腔細菌と免疫応答 

（変更の時期：平成 26 年 9 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

口腔医療センター・教授 口腔医療センター・教授 金子 高士 口腔細菌と免疫応答 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

口腔扁平上皮癌の抑制

ネットワーク 
口腔腫瘍学・教授 大関 悟 がんの動態と治療戦略 

（変更の時期：平成 28 年 6 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生化学・講師 生化学・講師 橋口 一成 
がんの動態と治療戦

略 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

酸化ヌクレオチドの分解

酵素 
生化学・講師 伊東 理世子 発がんの抑制機構 

（変更の時期：平成 28 年 6 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

生化学・講師 生化学・講師 石井 健士 発がんの抑制機構 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

先天性骨代謝疾患の分

子機構 

細胞生理学・准教

授 
福島 秀文 歯周病の抑制 

（変更の時期：平成 28 年 6 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

細胞生理学・講師 細胞生理学・講師 進 正史 歯周病の抑制 

 

１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本学は歯科大学として長年にわたって歯科医学の教育と研究を行ってきたが、口腔疾

患の予防と治療には全身状態の把握が不可欠であるという認識の下に、内科学や外科学

を含む多くの臨床医学の講座を開設し、歯科と医科の教員が一体となって教育を進める

体制をつくっている。さらに本学にはゲノムの維持や発現の機構について活発に研究を

行っている研究グループがあり、上記の歯科、医科の研究者と基礎生命科学の研究者が

一体となって本研究計画を遂行し、世界的に注目される研究拠点を形成したいと考えて

いる。 

 その目的を達成するため、具体的に次の問題に焦点を絞って研究を進めてきた。多く

の疾患の背景には遺伝子の発現異常や突然変異などの遺伝的要因があり、それに生活習

慣を含む環境的要因が作用して疾患が発症し進展する。疾患の発症および進展を抑制す

るには、ゲノムを安定に保ち、その発現を適切に制御することが重要である。本研究は、

そのような認識に基づいて、我が国における三大死因である悪性新生物、心血液疾患、

感染症に対する生体防御機構および環境因子の影響について研究し、口腔疾患を含む多

くの疾患を制御する基盤を確立しようとするものである。研究は分子レベルを中心に行

うが、それを基に細胞および個体レベルの現象について明らかにするという方針で研究

を進めている。ここで得られた成果は、疾患の予防や治療を行う上で重要なばかりでな

く、様々な環境の変化に生物がどのようにして恒常性を維持するかという、生命科学の

基本的な問題の解明に役立つと考えている。 
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 この研究を遂行するには基礎生命科学から医学・歯学にまたがる研究者の共同作業が

必要である。そのため福岡歯科大学に所属する分子生物学、免疫学や細胞生物学、さら

に口腔医学や臨床医学を専攻する研究者がチームを組んで研究を進める体制をとって

いる。その中心になるのは教授層の研究者であるが、それに多くの若手の研究者が参加

し協力して研究を進めている。この分野の研究は世界的にも日進月歩の勢いで進んでお

り、国際的な連携が不可欠であり、外国の研究者と積極的に交流し、最新の情報を共有

しつつ弾力的に研究を進めている。このような先進的な研究教育体制に大学院生を含む

若手の研究者を組み込み、将来の研究と教育を担う人材を育てている。 

（２）研究組織 

 本研究の研究代表者である関口睦夫は、研究全体を統括し、本研究の実施に必要な諸

事業の中心になって活動している。シンポジウムやワークショップを主催すると共に、

計画研究の調整にあたってきた。また、本研究を実施するために大学内に設置された先

端科学研究センターのセンター長としてその管理、運営にあたっている。 

 プロジェクトの目的を達成するため、本学に所属する 14 名の研究者がチームを組ん

で計画的に研究を進めている。それぞれの研究者の専攻分野と職、研究課題は前項 10

に示している。その表に示す通り 4 名の研究者が転勤や退職のため本計画からはずれざ

るを得なくなったが、それらの研究者の研究課題は同様な研究を行っている学内の研究

者で充当し、研究が遅滞なく進むようにした。 

 本研究を弾力的に推進するため、大学独自の予算措置によって 2 名の助教を採用し

た。これらの助教は本研究の中心になっている日髙真純に 1 名（武石幸容）、田中芳彦

に 1 名（有田健一）配当し、研究の推進をはかっている。これらの助教は先端科学研究

センターの施設の管理や機械の保守、さらに使用者の指導にもあたっている。さらにポ

ストドクトラルフェロー1 名（井川達弘）を採用し、研究代表者の関口睦夫が直接研究

指導にあたっている。 

 本研究を実施することの意義の一つは、若手研究者の育成である。各研究計画には合

わせて 30 名以上の大学院生が参加しており、研究活動を通じて将来の歯科医学の教育

と研究を担う人材を育てようとしている。その成果の一部は、発表論文として示されて

いる業績の中に多くの大学院生が名を連ねていることからもわかる。 

（３）研究施設・設備等 

 本プロジェクトに関わる研究を推進するための共用施設として、福岡歯科大学本館 6

階に先端科学研究センター実験室を設置した。実験室の総面積は 257 ㎡で、全体の封じ

込めレベルは P2 である。この施設には、主実験室の他に低温実験室、ウィルス実験室、

細胞培養室（2 室）、暗室があり、出入り口の近くの洗浄室を経て、P2 レベルの部屋に

入るようになっている。 

 ここにはタンパク質精製分析装置、DNA 抽出解析システム、超遠心分離機、P2 レベ

ル安全キャビネット（4 台）、自動炭酸ガス細胞培養装置（8 台）など研究に必要な機器

を設置している。本研究費で平成 26 年度に購入したリアルタイム PCR 解析システム

（599 万円）、遺伝子導入システム（203 万円）、平成 27 年度に購入した微量高速冷却遠

心機（98 万円）もこの実験室内に設置した。これらの機器はほとんど毎日使用してい

るが、特に平成 26 年度に購入した装置の使用頻度は高く、年間 1800 時間に達している。

なお、遺伝子ノックアウトマウスを含む実験動物の飼育と実験は本学のアニマルセンタ

ーで行っている。 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
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 本研究は疾患の発症と進展に関わる生体内の要素の働きを分子レベルで明らかにし、

それによって疾患を抑制する上で重要な情報を得ることを目的としている。本計画に関

わる 14 名の研究者は有機的な連係の下にこの問題に挑戦しており、図 1 は対象とする

研究の相互関係とそれぞれの研究者の布陣を示したものである。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 疾患の背景には環境中の放射線や化学物質の作用があり、また内的要因としては呼吸

に伴って生じる活性酸素など生命活動と切り離せないものも存在する。それらの要因に

よってゲノム DNA は絶えず損傷をうけているが、DNA 修復酵素系はそれを修復し、

修復しきれなかった傷をもつ細胞はアポトーシスによって排除される。この過程につい

ては橋口、大野、日髙が研究を進め、それぞれ独自の切り口からその機構の解明を行っ

ている。ゲノム DNA の情報はメッセンジャーRNA（mRNA）を介してタンパク質に伝

えられ、形質として発現するが、活性酸素などによって mRNA が損なわれると形質発

現の異常が起こる。損傷をうけた mRNA を排除する機構について石井が新しい視点か

ら切り込んでいる。細胞の異常や細菌感染を検知して働くのが生体の免疫系であるが、

田中、岡田らは口腔内の難治性慢性感染症である歯周病に対する新しい診断法と治療法

の開発に向けた分子基盤をつくるべく研究を進めている。 

 疾患の種類は多様であるが、本研究では日本人死亡原因の上位を占める疾患であるが

んや心血管疾患、本学が歯科大学であることから多くの研究者を擁している歯周病や骨

関連の疾患を中心に研究を進めている。がんについては湯浅が口腔扁平上皮がんの幹細

胞の細胞死誘導等の研究を進め、関口は発がんの重要な内的要因と考えられる活性酸素

によるゲノム損傷をいかに防ぎ、それを発がん抑制につなげるか新しいアプローチで研

究を進めている。德本は慢性腎臓病の治療において血管平滑筋細胞の石灰化を抑えるこ

とが重要であり、カロリー制限による効果がどのような分子過程を経て現れるか追究し

図 1 「疾患の発症と進展を抑制する分子基盤」の研究対象  

    の相互関係とそれに対する分担研究者の布陣  
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た。口腔疾患に関しては、進は先天性骨代謝疾患の分子機構について研究を進め、岡は

歯根発生過程における上皮細胞の動態に注目し、それを支える分子機構の解明に務め

た。松浦は骨粗鬆症における骨量の減少と骨質の低下はコラーゲン量の減少と翻訳後修

飾の変化をきたすが、それが酸化ストレスによってひき起こされることを示した。金子

は歯周炎の発症が歯周病原細菌成分によることを示し、インターロイキン 1β 活性化に

関与する NLRP3 インフラマソームをターゲットとした歯周炎の制御の新しい道筋を示

した。 

 このように多様で複雑な疾患とその背景にある分子レベルの諸過程を有機的に結び

つけ、今後の研究の道筋を示すには統計的解析による知識発見が必要である。嶋田は要

因の組み合わせによる有効な知識発見のアルゴリズムを開発し、学内研究者との共同研

究によってその実効性を確かめつつある。 

＜特に優れた研究成果＞ 

 上に述べたように各分担研究者の研究は順調に進んでおり、この研究計画全体を通じ

て研究者の有機的連携も深まって来た。研究全体の中でそれぞれの部分を代表する 4

つの研究成果（図の中で太枠で示した）について以下に述べる。 

 環境中の化学物質の中でもアルキル化剤は特に強い発がん性をもっているが、それは

アルキル化剤が細胞の DNA に作用して変異原性の傷 O
6
-メチルグアニンをつくるから

である。細胞は O
6
-メチルグアニンを修復する酵素をもっているが、それで対応しきれ

なくなった場合 DNA に傷をもつ細胞をアポトーシスによって排除する。日髙はジーン

トラップ法を用いてこのアポトーシスに関わる新たな因子として HMGA1 と HMGA2

を同定した。これらの遺伝子をノックダウンして調べたところ、両方のタンパク質とも

アポトーシスの遂行に必要であることがわかった。これらのタンパク質はアポトーシス

のシグナルをミスマッチ複合体から ATR/CHK1 のリン酸化へ伝える段階で働いている

ことがわかり、発がん抑制の機構の解明に向けて重要な一歩になった。 

 ゲノム DNA に損傷が生じると突然変異が起こり、その結果、がんがひき起こされる

ことはよく知られているが、DNA の形質発現の過程で働く mRNA に変化が生じた場合

どうなるかこれまでよくわかっていなかった。1 つの遺伝子から mRNA は多数のコピ

ーがつくられ、mRNA 自体も短寿命であるので生体には大きな影響がないとみなされ

てきたからであるが、石井は酸化された mRNA を特異的に分解する機構があることを、

その過程で働くヒトのタンパク質 AUF1 を同定して明らかにした。さらに mRNA がよ

り強く酸化された場合には別のタンパク質 PCBP1 と PCBP2 が働いて、そのような細胞

を生体からとり除く機構があることを示した。このような機構の存在は、これまで知ら

れていなかったものであり、発がんのみならず老化の抑制の見地からも重要である。 

 歯周病は難治性の口腔内慢性感染症であり、その発症と進展にはインターロイキン

-17（IL-17）産生を特徴とするヘルパーT 細胞 Th17 による免疫応答の関与が示唆され

ているものの、未だに詳細なメカニズムは不明である。田中は歯周病感受性の分子基盤

を確立することを目的として、最も病原性が高い歯周病原細菌 Porphyromonas gingivalis 

を対象に免疫原性部位の解析を進めた。IL-17 の産生を指標としたフローサイトメトリ

ーの評価系により、P. gingivalis の全菌体抽出液に Th17 細胞への分化能があることを確

認した。可溶性画分と不溶性画分、さらに内膜画分、外膜画分や分泌成分といった各種

分画成分の解析により主要な抗原部位を絞り込むことに成功し、特定の画分に Th17 細

胞への分化能があることを見出した。候補となった分画成分を逆相 HPLC によって分離

したところ、一部の画分に Th17 細胞への高い分化能があることを見出した。この画分

に対して２次元電気泳動で分離を行い、特徴的な泳動スポットに対してプロテオミクス

解析を行った。現在、P. gingivalis のゲノムから候補遺伝子を単離し、タンパク質を作
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製し、責任抗原の検証を進めている。得られた情報をもとに免疫抗原決定基を同定し、

歯周病に対する新しい診断法と治療法の開発へ向けた分子基盤を確立していく予定で

ある。 

 ヒト MMP20 遺伝子（Mmp20）の変異はエナメル質形成不全症を引き起こし、Mmp20

欠損(KO)マウスではエナメル質タンパクの分解不良やエナメル質の剥離が認められ

る。進は MMP20 がオートクライン／パラクライン的に細胞間接着分子 cadherin を分解

し、β-catenin シグナルを介してエナメル質形成を制御すること、また、エナメル芽細胞

特異的な β-catenin 欠損マウスではエナメル質形成が障害されることを明らかにした。

さらに、MMP20 遺伝子を amelogenin プロモーターの下流に組換えた Mmp20 トランス

ジェニック(Tg)マウスを検討した結果、transgene は Mmp20-KO マウスのエナメル質形

成不全を正常方向に改善した。一方、正常な野生型マウスへの過剰発現では意外なこと

にエナメル質形成の著しい低下が認められた。これは MMP20 の発現が過少でも過剰で

もエナメル質形成を障害することを意味し、エナメル質形成において MMP20 が

cadherin/catenin の下流シグナルを調節することを示唆している。この研究は先天性骨代

謝疾患の分子機構の解明に向けて重要な一歩となるものである。 

＜問題点とその克服方法＞ 

 生体内で起こる現象について原因と結果の因果関係を明確に示すのは難しいケース

が多い。それを克服する最も有力な方法は遺伝子ノックアウトマウスや欠損細胞株を用

いて因果関係を明らかにすることであり、上記の研究の多くにそれが用いられている。

ただ費用の問題や長期間要するなどの難点があり、この点は RNAi などを利用したノッ

クダウンの系で克服しつつある。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

 現在までのところ実用化に向けた具体的な取組みには至っていない。 

＜今後の研究方針＞ 

 これまでのところ各計画研究ともに順調に進行しており、いくつかの研究については

予想外の新しい展開がみられた。必要に応じて重点的に予算を投入するなど弾力的な対

応を考えたい。 

＜今後期待される研究成果＞ 

 上に述べたようにそれぞれの分担課題の研究は順調に進行し、研究者間の交流や連係

も進んでいる。できればさらに環境要因や細胞内部の要因によってひき起こされるゲノ

ム損傷を防ぐ機構が疾患の発症やその抑制にどう結びつくか、分子レベルで明確にする

ことが必要であると考えている。そのようなアプローチの 1つを以下に示す。 

 環境中の放射線や化学物質はがんをひき起こすことは確かであるが、それを防いだと

してもがんの発症率を下げることは難しい。なぜなら、がんの原因となる DNA の変異

や増殖シグナルの異常は内的要因によって起こるからである。そのような内的要因の 1

つとしてミトコンドリアの呼吸鎖複合体からの電子の漏出による活性酸素の生成が考

えられている。関口はそれを実証するため、ヒト iPS 細胞のミトコンドリア構成タンパ

ク質に変異を導入して多量の活性酸素をつくらせ、さらにミスマッチ認識タンパク質複

合体を欠損させて酸化損傷をもつ細胞をアポトーシスによって排除できないようにし

て、酸素ストレスの効果を直接みることができる系を開発した。そのような iPS 細胞を

分化誘導して、細胞のトランスフォーメーションやヌードマウスへの移植によるがんの

発生をみることによって、いわゆる自然発がんの実体の一端を明らかにすべく研究を進

めている。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
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 これまでに 2 回公開研究発表会を開き、外部委員から研究の評価とアドバイスを受け

た。第 1 回の発表会は平成 27 年 7 月 13 日（月）に行い、研究分担者がそれぞれの課題

について研究開始後 1 年間の成果と今後の方向について発表した。学内外の多くの出席

者から質疑を受け、さらに外部評価委員から助言と評価を受けた。外部評価委員は中田

篤男（大阪大学名誉教授、分子生物学）、高橋正行（フランス・ナント大学名誉教授、

東京工業大学特任教授、分子生物学）、岩熊智雄（アメリカ・カンサス大学医学部准教

授、腫瘍医学）、北村憲司（本学常務理事、口腔医学）の 4 名の先生である。 

 第 2 回の研究発表会は平成 28 年 8 月 1 日（月）と 2 日（火）に開き、本研究の分担

研究者に加え、本学の関連分野の研究者も発表し、活発な質疑応答が行われた。外部評

価委員としては前年に引き続いて高橋正行先生と岩熊智雄先生、それに加えて續輝久先

生（九州大学医学部教授、分子生物学／放射線医学）と鈴木不二男先生（大阪大学名誉

教授、歯科生化学）に参加していただき、評価と有益な助言を得た。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

 上記 2 回の公開研究発表会の後で、外部評価委員会が開かれ、その結果を書面で受け

た。「本研究は臨床医学から基礎歯学まで同じテーマに向かって研究にとり組んでおり、

まとまった研究組織として高く評価できる。それぞれの研究者が成熟してきているが、

次世代を担う若手研究者が成長していると強く感じた」という評価をいただいた。これ

を励みとして、さらに研究者間の連携を深め、後 2 年間のうちに次につながる成果をあ

げたい。 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。 

（１）   発がん抑制         （２）   アポトーシス      （３）   歯周病       

（４）   疾患             （５）   骨組織           （６）   発現制御      

（７）   ゲノム            （８）   免疫           

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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